
中央区長

おお く ぼ ゆたか

大久保 裕

す
。
そ
の
た
め
、
区
役
所
で
は
地

域
の
健
康
課
題
に
関
す
る
情
報
提

供
や
、
人
材
の
推
薦
な
ど
の
支
援

を
実
施
し
ま
す
。

「「（（
仮仮
称称
））すす
くく
すす
くく
・・
いい
きき
いい
きき

みみ
んん
なな
のの
フフ
ェェ
スス
タタ
」」
のの
開開
催催

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、

行
政
だ
け
で
は
な
く
地
域
全
体
で
、

子
育
て
や
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支

え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
同
じ
地
域
に
住
む

人
々
が
、
共
に
支
え
合
う
環
境
づ

く
り
を
目
的
に
、「（
仮
称
）
す
く

す
く
・
い
き
い
き

み
ん
な
の
フ

ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
催

し
や
、
地
域
福
祉
の
輪
を
広
げ
る

た
め
の
催
し
を
行
う
ほ
か
、
世
代

間
交
流
の
場
な
ど
を
設
け
ま
す
。

区区
民民
がが
企企
画画
運運
営営
すす
るる

「「
ふふ
れれ
ああ
いい
ココ
ンン
ササ
ーー
トト
」」

毎
年
、
札
幌
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

キ

タ

ラ

ル
「
Ｋ
ｉ
ｔ
ａ
ｒ
ａ
」
を
会
場
に

札
幌
交
響
楽
団
な
ど
に
よ
る
「
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
、
企

画
運
営
委
員
を
募
集
し
、
区
民
の

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
基
に
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

職
員
間
の
情
報
共
有
を
促
進
す

る
ほ
か
、
職
場
研
修
の
強
化
な
ど

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
接
遇
・
対
応
に

つ
い
て
皆
さ
ん
の
声
を
積
極
的
に

お
聞
き
し
て
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
常
に
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
快
適
で
利
用
し
や
す

い
区
役
所
を
目
指
し
て
、
総
合
案

内
の
設
置
や
案
内
表
示
の
改
善
、

混
雑
が
予
想
さ
れ
る
日
の
情
報
提

供
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

二
月
に
は
、
総
合
案
内
の
必
要

性
な
ど
に
つ
い
て
検
証
す
る
た
め
、

職
員
が
フ
ロ
ア
に
立
っ
て
来
庁
者

を
ご
案
内
す
る
「
フ
ロ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
を
試
行
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
来
庁
者
の
利
便
性
向

上
を
図
る
方
法
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

このたび、４月１日付けで中央区長に就任い
たしました、大久保でございます。
中央区は、本市における行政・経済の中心地
であるとともに、長い歴史を持ち、豊かな自然
に恵まれた区でもあります。今後も、こうした
貴重な財産を生かしながら、特色あるまちづく
りを行ってまいります。

また、中央区の最も大切な財産は、この区に
暮らす皆さまだと考えております。より住み良
い中央区をつくるために、皆さまの知恵や力を
お借りしたいと存じます。私どもも、中央区役
所運営方針に基づき、皆さまの意見や考えをま
ちづくりにつなげるとともに、さまざまな手法
による市民参加型行政を進めてまいります。
これからも、変わらぬご支援・ご協力をお願
い申し上げます。

中央区役所の取り組みに対する皆さんのご意
見をお待ちしています。
中央区役所市民部総務企画課広聴係
〒０６０―８６１２ 南３西１１
�２３１―２４００（内線２２４～２２６） �２３１―６５３９
Eメール ch.somu@chuo.city.sapporo.jp

▲昨年行った「ふれあいコンサート」

―中央区役所の取り組み―

ごご意意見見
をを

おお寄寄せせ
くくだだささ

いい

方方針針２２協協
働働
のの
担担
いい
手手
のの
一一
員員
とと
しし
てて
、、
区区
民民
のの
皆皆
ささ
んん
のの
信信
頼頼
をを
得得
らら
れれ
るる
よよ
うう
、、
区区
役役
所所
もも
自自
らら

変変
わわ
るる
努努
力力
をを
しし
てて
いい
きき
まま
すす
。。

▲２月に施行した「フロアマネジメント」
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